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建設事業者に対する労働時間管理等説明会
【建設業における労働災害防止対策】
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１ 労働災害発生動向

２ 当署管内における近時の労働災害事例

３ 冬季労働災害の防止



労働災害発生動向
（令和７年１月～９月）





令和７年 死亡災害の概要（令和７年９月30日現在）

青森労働局労働基準部健康安全課



当署管内における近時の労働災害事例



当署管内における近時の労働災害事例①

▶発 生 月：令和７年７月

▶時 間 帯：午前10時台

▶事故の型：墜落、転落

▶起 因 物：はしご等

▶災害発生状況

高さ約1.8ｍの箇所から、一部が

損傷した移動はしごを用いて下方

に降りようとした際、移動はしご

と共に地面に墜落し、頸髄損傷の

傷害を負ったもの。

約1.8ｍ



当署管内における近時の労働災害事例②

▶発 生 月：令和７年10月

▶時 間 帯：午前10時台

▶事故の型：墜落、転落

▶起 因 物：足場

▶災害発生状況

大型建築物の改修作業現場において、

足場の組み立て作業をしていたところ、

高さ約４ｍの箇所から墜落し、大腿骨を

骨折したもの。



当署管内における近時の労働災害事例③

▶発 生 月：令和７年10月

▶時 間 帯：午前４時台

▶事故の型：交通事故

▶起 因 物：乗用車、バス、バイク

▶災害発生状況（推定）

車両（ワンボックス、６名乗車）にて、有料道路を

走行中（①）、降雨及び気温の低下によってシャー

ベット状となっていた路面により、車両がスリップ

（②）し、橋の欄干に激突。

道路上にて停止した（③）ところ、後続のトラック

が停止していた車両に激突（④） 。

その結果、車両に乗っていた１名が死亡、他の同乗

者５名も負傷したもの。

災害発生時、車両は夏タイヤを着用していた。

②

①

③

④



冬季労働災害の防止について



冬期労働災害（県内）
Ｒ５年度（R5.11～R6.3） 全労働災害件数 601件 うち冬期特有の災害件数 160件（26.6％）
Ｒ６年度（R6.11～R6.3） 全労働災害件数 658件 うち冬期特有の災害件数 251件（38.1％）

※ 上記全労働災害件数は、新型コロナウイルス感染症の件数を除いたもの
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性別・年齢別

令和６年度（R6.11～R7.3：県内）

災害発生時間の気温
（発生地最寄りの気象観測地の値による）
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被災日の最高気温－最低気温相関
（R６年度：県内）

※ 最寄り気象観測点による観測データによる

１日の最高気温が０℃～２℃で最低気温が ｰ２℃ ～ ｰ３℃の日の発生が多い





【転倒災害防止のポイント】

・冬期における転倒災害防止対策の教育

・事業場内や周辺の転倒しやすい場所等を周知

・複数回の教育・周知で記憶の定着を図る
安全教育

服装・履物
・冬道に適応した靴（滑り止め付など）の選定

・なるべく手に荷物は持たずリュック等を使用

・もちろん防寒対策も忘れずに

危険可視化
・段差や階段などの転倒危険箇所の「可視化」

「見える化」で労働者の災害防止意識を喚起
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